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『
ま
と
め
る 

つ
な
が
る 

理
科
の
学
習
』
と
は

　

本
書
は
、
２
０
２
５
年
度
の
中
学
校
の
教
科
書
改
訂

に
合
わ
せ
て
発
行
さ
れ
た
理
科
の
ワ
ー
ク
（
問
題
集
）

で
す
。

　

発
行
に
際
し
、
学
校
現
場
か
ら
は
、
理
科
は
問
題
量

が
豊
富
で
、
入
試
に
あ
る
程
度
ま
で
対
応
で
き
る
ワ
ー

ク
が
好
ま
れ
る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
書
は
中
程
度
の
難
易
度
の
問
題
を
中
心

に
編
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
習
す
る
生
徒
の
皆
様
に
と
っ
て
も
理
科
を

楽
し
く
学
べ
、
習
熟
度
や
定
着
度
が
大
幅
に
向
上
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
誌
面
と
し
ま
し
た
。 理

科
が
得
意
教
科
に
な
る
工
夫
が
満
載
！

日
常
学
習
か
ら
高
校
受
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 182 回

本
書
の
魅
力

　

本
書
は
、
基
礎
～
標
準
問
題
で
構
成
さ
れ
る
「
基

礎
」
、
実
戦
問
題
で
構
成
さ
れ
る
「
応
用
」
、
計
算
・
作

図
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
ド
リ
ル
「
得
意
に
な
ろ

う
！
」
及
び
一
問
一
答
式
の
「
要
点
・
用
語
チ
ェ
ッ
ク
」

か
ら
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
使
い
や
す
い
２
頁
の
見
開

き
展
開
で
す
。

①
基
礎

①
基
礎

　

大
問
毎
に
易
→
難
の
順
で
問
題
を
配
置
し
ま
し
た
。

知
識
だ
け
で
な
く
思
考
・
判
断
・
表
現
力
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
養
成
で
き
ま
す
。
各
大
問
は
、
問
題
を
解
き
進

め
る
に
つ
れ
て
知
識
が
有
機
的
に
つ
な
が
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
に
「
プ
チ
整
理
」
を
設
置
。
「
プ
チ
整
理
」
は
、

単
元
全
体
の
要
点
を
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
ま
と

め
て
お
り
、
用
語
や
基
礎
的
な
事
項
を
整
理
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
関
連
動
画
（
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
リ
ン
ク
）

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
高
校
入
試
問
題
の
全
国
的
な
傾
向

は
、
基
本
的
な
事
項
を
問
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
実
験
・

観
察
の
技
能
を
み
る
問
題
や
科
学
的
な
思
考
力
を
要

す
る
問
題
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
書
で
は
「
表
現
し
て
み
よ
う
」
と
題
し

た
、
「
記
号
選
択
＋
理
由
記
述
」
問
題
を
各
回
掲
載
し

て
い
ま
す
。
選
択
の
理
由
を
問
う
こ
と
で
、
科
学
的
な

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東京法令出版株式会社

『まとめる つながる

　　　　　　　理科の学習』

東京法令出版株式会社

教育事業推進部

教材開発課

4

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

※教材の表紙・内容、執筆者の肩書などは、図書教材新報第 245号（2025 年９月 25日）へ掲載した当時のものです。
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②
応
用

②
応
用

　

章
の
ま
と
め
問
題
で
す
。
数
単
元
毎
に
小
分
け
に
設

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
定
期
テ
ス
ト
前
の
学
習
に
も
最

適
で
す
。

　

ま
た
、
誌
面
も
黒
一
色
で
、
解
答
欄
を
末
尾
に
ま
と

め
て
掲
載
し
た
こ
と
で
、
テ
ス
ト
や
入
試
を
意
識
し
た

学
習
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
近
年
の
入
試
は
、
会
話
形
式
の
設
問
も
増
え

て
き
て
お
り
、
会
話
形
式
の
題
材
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

一
通
り
の
知
識
の
確
認
や
標
準
的
な
問
題
に
取
り

組
み
た
い
と
き
は
「
基
礎
」
を
、
定
期
試
験
や
入
試
を

見
据
え
た
学
習
に
取
り
組
み
た
い
と
き
は
「
応
用
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
応
じ
て
学
習
で
き
ま
す
。

③
ド
リ
ル
「
得
意
に
な
ろ
う
！
」

③
ド
リ
ル
「
得
意
に
な
ろ
う
！
」

　

計
算
や
作
図
を
中
心
と
し
た
補
強
的
な
も
の
が
中

心
で
す
。
演
習
量
が
不
足
し
が
ち
で
あ
る
、
と
の
声
を

受
け
、
分
量
を
大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
出

題
形
式
を
変
え
た
類
題
を
数
多
く
解
き
、
繰
り
返
し
学

習
す
る
こ
と
で
、
理
科
の
計
算
・
作
図
問
題
を
マ
ス

タ
ー
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

④
一
問
一
答
式
「
要
点
・
用
語
チ
ェ
ッ
ク
」

④
一
問
一
答
式
「
要
点
・
用
語
チ
ェ
ッ
ク
」

　

重
要
用
語
な
ど
の
一
問
一
答
式
問
題
で
す
。
各
分
野

の
最
後
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
テ
ス
ト
前
の
確
認
に
最

適
で
す
。

　

ま
た
、
誌
面
に
印
字
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

お
手
持
ち
の
端
末
で
正
誤
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
も

で
き
、
用
語
の
お
さ
ら
い
が
で
き
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

本
書
は
、
生
徒
の
皆
様
が
独
自
で
迷
わ
ず
採
点
で

き
、
確
実
に
理
解
で
き
る
よ
う
「
解
答
・
解
説
」
の
制

作
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

「
解
答
・
解
説
」
は
、
本
誌
と
同
じ
頁
数
と
し
、
解

答
部
分
が
本
誌
の
解
答
欄
と
同
じ
作
り
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
採
点
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
記
述
問
題

は
、
正
答
の
条
件
を
明
示
し
、
生
徒
自
身
が
採
点
の
判

断
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

本
書
で
の
学
習
を
通
し
て
、
理
科
が
苦
手
の
生
徒
に

と
っ
て
は
理
科
が
得
意
教
科
に
な
る
こ
と
、
ま
た
あ
る

程
度
学
力
が
あ
る
生
徒
に
と
っ
て
も
よ
り
一
層
理
解

度
・
習
熟
度
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

76 啓１

基 礎基 礎

溶
よう

質
しつ

のとり出し方 本誌 　P.76〜772424

76 77

正解
基 ：

教科書の太字用語など、これだけは解いておきたい問題。
何問正解できたかな？

基 ：これだけは解いておきたい問題　思：思考・判断・表現　マークなし：知識・技能啓１ 啓１

基 礎基 礎 学習日

月 日
教科書

解 答

正しいものを○で囲もう。また、 　　には適する言葉を書き入れよう。

実 験
プチ
整理

・塩化ナトリウムは温度による溶
よう
解
かい
度
ど
の変化が少ないため、水を❺ させてとり出す。

・純
じゅん
粋
すい
な物質で、規則正しい形をした固体を❻ という。

　ミョウバンを水に入れ、よくかき混ぜた液をろ過した。
⑴　右の図はろ過のようす
である。器具の使い方で
正しいものは、ア～ウの
どれか。

⑵　ろ紙上には、ろ紙の穴
より大きい物質、小さい
物質のどちらが残るか。

⑶　ろ過した後の液として、正しいものはどれか。ア～エから選び、
理由も書いてみよう。

　ア　水だけ　　
　イ　とけたミョウバンをふくんだ水
　ウ　結晶のミョウバンをふくんだ水
　エ　とけたミョウバンと結晶のミョウバンの両方をふくんだ水

基

し
て
み
よ
う

し
て
み
よ
う

表
現

　図１は塩化ナトリウムと硝酸カリウムの溶解度を表したグラフである。
⑴�　水の温度と溶解度との関係をグ
ラフに表したものを何というか。

⑵�　硝酸カリウムの飽和水溶液をつ
くるとき、40℃の水100gに約何g
の硝酸カリウムをとかせばよいか。

⑶　⑵の飽和水溶液の温度を10℃
まで下げると規則正しい形の固体
が出てきた。出てきた固体の形は
図２のア、イのどちらか。

⑷　⑶のような固体を何というか。
⑸　　　　⑶で出てきた固体の質量はおよそ何gか。次より記号を選べ。
　ア　60g　イ　50g　ウ　40g　エ　30g　オ　20g　カ　10g
⑹　　　　同じようにして、40℃の水100gに塩化ナトリウムをとかし
て飽和水溶液をつくり、10℃まで温度を下げたが、塩化ナトリウムの
固体はほとんど出てこなかった。これは塩化ナトリウムの溶解度にど
のような特

とく
徴
ちょう
があるためか。

基

基

計算

記述

　硝酸カリウムの飽
ほう
和
わ
水溶液を冷やすと、右のように、固体の硝酸カリ

ウムが出てきた。
⑴　とかした溶質を、再び結晶としてとり出す操

そう
作
さ
を何というか。

⑵　出てきた硝酸カリウムの結晶は、純
じゅん
物
ぶっ
質
しつ
と混

こん
合
ごう
物
ぶつ
のどちらか。

⑶　次のア～エのうち、純物質をすべて選び、記号で答えよ。
　ア　空気　　イ　酸

さん
素
そ
　　ウ　エタノール　　エ　ろう

基

基

　　 溶質のとり出し方、純物質と混合物　 教 P.169〜1722

硝
酸
カ
リ
ウ
ム

A：硝
しょう
酸
さん
カリウム

Ｂ：塩
えん
化
か
ナトリウム

水5cm3

BＡ

3.0g 3.0g

Ａ Ｂ

ときどき
振り混ぜる

水

Ａ Ｂ

　塩化ナトリウムと硝酸カリウム
を20℃の水にとかす実験を行った。
⑴�　限

げん
度
ど
まで溶

よう
質
しつ
がとけた状態を

何というか。
⑵　⑴の水溶液を何というか。
⑶�　この実験では、どちらもとけ残
りがあった。とけ残った量は、塩
化ナトリウム、硝酸カリウムのどちらが多いか。ただし、20℃での水
100gに塩化ナトリウムは37.8g、硝酸カリウムは31.6gとける。

⑷�　この実験で、とけ残りの量にちがいがあることから、ある温度で一
定量の水にとける物質の量は、物質の何によってちがうといえるか。

基

基

水にとかす。1 熱してとかす。2 上
うわ

澄
ず

み液
えき

をとり、冷やす。3

⑶
思

次のうち、汗の臭いを取るのにもっとも効くのはどれか？　①ミョウバン　②硝酸カリウム　③塩化ナトリウム

確 認

1

⑴

⑵

⑶

⑷

2

⑴

⑵

⑶

思

3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

図２
アア

イイ

60

40

20

00 10 20 30 40 50
水の温度〔℃〕

100g
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量 

〔g〕

塩化ナトリウム

硝酸カリウム

図１

　　 溶解度のグラフと再結晶　 教 P.167〜1703

　　 ろ過のしかた　 教 P.1684

水

Ａ Ｂ

結晶を顕
けん
微
び
鏡
きょう
で観察する。

ＡとＢの水
すい

溶
よう

液
えき

をスライ

ドガラスに１滴
てき

とり、水を

�❹（ 蒸
じょう�はつ

発 ・ 沸
ふっ�とう

騰 ）させる。

4

・ Ａは水の温度を上げる
と、とける量が大きく�
�❶（�ふえる�・�へる�）。

・Ａは結
けっ
晶
しょう
が

　�❷（�出てくる�・�出てこない�）。
・Ｂは�❸（�出てくる�・�出てこない�）。

水50g

塩化ナトリウム
20g

水50g

硝酸カリウム
20g

３章　水溶液の性質

P.167〜172

P.76〜77溶
よう

質
しつ

のとり出し方2424

水にとけた物質をとり出す方法を調べよう。

　　7 問

　　 溶解度　 教 P.167〜1681

4

⑴

⑵

ア イ ウ

◀︎ ろ過のしかた 

rika-k1_24.psd

結晶のミョウバンはろ紙の穴より大きくろ紙を通過できない。
また水にとけたミョウバンは、ろ過では水とミョウバンに分離できないため。

イ

結 晶
蒸 発

再結晶

純物質

イ、ウ

溶解度曲線

60g

　ア

結晶

　ウ

温度による溶解

度の変化が小さ

いという特徴が

あるため。

飽和

飽和水溶液

硝酸カリウム

（物質の）種類

ア

大きい物質

３章　水溶液の性質

解　説
　　
⑴　飽和…ある溶質が限度までとけている状態。
⑵　飽和水溶液…飽和している水溶液。
⑶、⑷　溶解度は、いっぱんに温度が高いほうが大きい。その変化
の割合は物質によってさまざまである。
　　
⑵　物質は純

じゅん
物
ぶっ
質
しつ
（純粋な物質）と混

こん
合
ごう
物
ぶつ
に

分けられる。純物質は１種類の物質ででき
ているもの、混合物はいくつかの物質が混
ざり合ったものをいう。
⑶　空気は、窒素、酸素、アルゴンなどいくつかの気体（純物質）が
混ざった混合物である。

1

2

純物質
物　質

混合物

図表でもう一度整理

温度〔℃〕

60

80

40

20

00 20 40 60 80

ミョウバン

硝酸
カリウム

塩化
ナトリウム

100g
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量 

〔g〕

Ａの硝酸カリウムやミョウバンは、温度による溶解度の差が大きい。
→温度を上げるととける量が大きくふえる。

Ｂの塩化ナトリウムは、温度による溶解度の差がミョウバンや硝酸カ
リウムよりも小さい。
→温度を上げてもとける量はほとんどふえない。

1

⑴

⑵

⑶

⑷

2

⑴

⑵

⑶

再結晶

純物質

イ、ウ

飽和

飽和水溶液

硝酸カリウム

（物質の）種類

77啓１

思

3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

4

⑴

⑵

液

拡大

ろ紙の穴

　　
⑵　硝酸カリウムのグラフの40℃のとき
の、100gの水にとける物質の質量の値
を読む。

⑶、⑷　規則正しい形の固体を結晶とい
い、結晶の形は物質によって異なる。イ
の結晶は塩化ナトリウムの結晶である。

⑸　右の図のように、硝酸カリウムは
40℃ではおよそ60gとける。この水溶液
の温度が10℃に下がると、およそ20gしかとけない。その差、60
－20＝40gが結晶となって出てくる。

⑹　温度による溶解度の差が小さい物質は、溶液を冷やす方法では
結晶はとり出しにくい。

3

　　
⑴、⑵　ろ過する液はガラス棒を伝わらせて注ぐ。ろうとのあしは
切り口の長い方がビーカーの内側の壁につくようにする。ろ紙は
水でぬらして、ろうとにぴったりとつける。

4

①ミョウバンには消臭効果があり、特にアンモニアに対し優れた消臭効果を発揮します。
の答え

60

40

20

0
0 10 20 30 40 50

水の温度〔℃〕

100g
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量 

〔g〕

硝酸
カリウム

結晶となっ
て出て
くる。

塩化ナトリウム

採点アシスト

○塩化ナトリウムは40℃でも10℃でも溶解度にほとんど差がないため。
○ 図1より塩化ナトリウムは40℃でも10℃でも溶解度はほぼ同じであ

るため。
×とける量がちがうから。←どのようにちがうかが書かれていないので×
△温度と溶解度が関係しているから。
↑どのような関係があるかが書かれていないので△。図1を見てみよう。

�溶解度の変化について書かれていること。正答の条件

ア
ミョウバンは水にとける　→　とけたミョウバンを
ろ過で水とミョウバンに分離することはできない。

×

イ

とけたミョウバンはろ紙を通過する　→　ろ過した
後の液にミョウバンはふくまれている。
＜ポイント＞
① 　ミョウバンは量が多いととけ残ることがある。
②  　とけ残ったミョウバンは、ろ過によってろ紙の
上に結晶としてあらわれる。

○

ウ 結晶のミョウバンは、ろ紙の上に残る。 ×

◆それぞれの選択肢の〇×（正誤）を検証しよう！

してみよう表現

⑶
思

溶解度曲線

60g

　ア

結晶

　ウ

温度による溶解

度の変化が小さ

いという特徴が

あるため。

ア

大きい物質

結晶のミョウバンはろ紙の穴より大きくろ紙を通過できない。
また水にとけたミョウバンは、ろ過では水とミョウバンに分離できないため。
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